










２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
・⽣物多様性を意識した明るい森作りー常緑樹の伐採から植樹の下地作り
助成⾦を活⽤した伐採道具の活⽤によりソヨゴやアラカシといった常緑樹を少しずつ伐倒できた。
それにより箕⾯の普通の森とは違った明るい森になってきたと思う。⼀部伐採したところにエドヒ
ガンを植樹した。

・⼦供達と⾃然との触れ合い活動
NPO法⼈メリータイムと合同で2026年2⽉しおんじ⼭で⼭遊びを今年も⾏った。ハイキングや落ち
葉遊びなどを⾏い助成⾦を活⽤してできたシイタケ狩りや菌うちを⾏った。
2025年10⽉⻄南図書館、2025年11⽉瀧安寺前広場、2026年2⽉蛍池公⺠館で⾃然の物を使った⼯作
会を⾏った。多くの⼦供達に⾃然の造形物を感じてもらえたと思う、この会でも助成⾦を活⽤し
た。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
・今後も常緑樹の伐採を進める、またその場所に植樹をしていきたいと思う。箕⾯では少ないヤマ
ツツジやその他ツツジ科の樹⽊を尾根筋にサクラなどを⾕筋に増やせればと考えている。

・⼦供達が⾃然と触れ合う活動も継続的に⾏っていく予定。⽊材を利⽤した⼯作や遊びも今後出来
たらと思う。

・ハイキングマップやYAMAPへの掲載により訪れる⼈も増えると思われ、⼭の整理整頓や整備をさ
らに進めていく予定です。

助成⾦額 \27,000②しおんじ⼭の会

如意⾕池ノ⾕緑地の保全活動









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
当会は、「みのお森の学校」修了者が⼭麓保全の実践フィールドを⼀個⼈の⼭林に求め、平⽇の定
例活動⽇に⼭林整備の技術向上・⼈材育成を中⼼に活動している。助成⾦は全て山林整備に必要な

備品や消耗品の購入に充て、それらは定例活動における山林整備及びトレーニングに利用した。特
に昨年度、⺠有林整備サポートの活動にもこれらの機材を持ち込むことで、当会会員が定例活動に
おいて習得した技術を遺憾無く発揮することができた。また、購⼊した機材には最新の優れたもの
も多く、山林整備の省力化や安全性向上にも⼤きく寄与した。
昨年度の⺠有林整備のボランティア派遣件数のうち、⾥ぷらが主催した件数はその半数以上に及ん
だ。昨年度から⾥ぷらと当会が相互に協働することになり、⼈員不⾜を補うことができたが、里ぷ

ら主催の民有林整備サポートにおいてもその主力を担った。その⺠有林整備は、ボランティア派遣
を依頼する⼭主にとっては毎年1⽇のみの実施なので、整備も極めて限定的である。⼀⽅、当会は⼭
主との信頼関係の中、所有⼭林を活動拠点としてお借りすることで、毎⽉整備することが可能であ
る。これは⼭主の所有山林について整備の手が十分に行き届くわけで、民有林に山林整備ボラン

ティア団体が活動拠点を置くメリットとして改めて注⽬すべき点である。
２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

みのお⼭麓保全委員会が試験的に取り組んできたハイキング道倒木処理サポート活動も昨年度から
本格始動となった。ハイカーの安全確保に平⽇の活動となることから、ここでも平⽇活動可能な会
員を擁する当会が積極的に協⼒していきたい。

助成⾦額 \98,000③ 杜の会

⺠有地の整備活動









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
現在会員数は森の学校終了⽣を中⼼に34名で活動しています 主な活動内容としては
・定期活動地での倒⽊整理、間伐などで⾥⼭整備の技術の習得を⾏う。          （外
院ヒノキの⼈⼯林  4⽉〜10⽉第4⼟曜⽇）
・⼭麓委員会からの要請での⺠有林整備の実施（11⽉〜翌年3⽉までの第1、4⼟曜⽇延べ10⽇）
今回の助成⾦で⼤型ノコ500㎜と牽引⽤ロ−プ購⼊
・⾥⼭管理に関する講座における講師派遣（森の学校、年3回実施）
助成⾦で教材⽤の270㎜ノコを追加で購⼊
・⾥⼭保全の為のイベントに参加（⼭ﾌｪｽ、植樹会等への参加）
定例活動地や⺠有林整備で出た間伐材の有効利⽤
以上の活動を通じて⼈材育成、会員数増を進めていくます。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

 年   ⽇   実施個所   ⼈数
2022   ９    10     98（77  21）
2023   10    12     95（77  18）
2024   10    14     110（84 26）
2025   10    13     126（103 23）
５か⽉で１０⽇、１⽇に当たり約１２名参加
上記がここ、４年間の⺠有林整備の参加者ですが、参加⼈数が増加しているように⾒えますが
新加⼊の⽅の参加で増えているのが現状です。 今後も新規会員増につなげたいと思ってます。
年間活動⽉の半分が、活動⽇数の7割が⺠有林整備になり定期活動地での活動不⾜が課題です。
今後も放置林（⼈⼯林）の間伐、枯死⽊、倒⽊、危険⽊整備を⾏い、継続していきます。森林の景
観、ハイキング道周辺整備を継続していきます。

助成⾦額 \27,000箕⾯の森のきこり隊

箕⾯⾥⼭の保全活動と⼈材育成









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
みのおフォレスターズは、⼭林整備養成講座の受講⽣で概ね構成しています。現在２8名の会員で
す。４⽉から３⽉までの活動においては、４⽉から１０⽉まではあたごの森にて定例会を開催し、
総会や⼭フェスの参加、あたごの森の整備活動を⾏っています。会の発⾜が2023年で新しいため、
会の装備備品等が⼗分でなく25年度の助成⾦申請を⾏った。特に11⽉〜翌年の3⽉までの⺠有林整
備サポートに25年度は延べ98名の会員参加し助成⾦補助による装備・備品（ロープ、滑⾞、カラビ
ナ、スリングベルト、プラロック（牽引器）等）を常に持参し会員による倒⽊、危険⽊、間伐等を
処理を有⽤に実施できた。またあたごの森での定例会では、上記の装備を⽤いて会員が倒⽊処理、
間伐、枯れ⽴ち⽊等の処理を⾏い伐採技術を習得した。⼭林整備ボランティア養成講座では年2回実
施され、フォレスターズが担当し実施しています。講座には講師を派遣し、実習はあたごの森にて
ヒノキ林の間伐実習を実施し、会への⼊会を勧誘し、会員の増員を⾏っています。（23年度3名24
年度2名25年度5名⼊会）みのおフォレスターズは、現役世代の⼈が多く活動は、⼟⽇に限られてい
ますが、リタイヤ組も多く、こちらは、事情が許す限り平⽇でも参加は可能です。活動⽇は、第⼆
⼟曜で⽉1です。全体の活動⽇には、ベテランと若⼿の組により伐倒技術、経験を積んでいます。リ
２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

 現在、活動⽇は⽉1回第⼆⼟曜⽇でありますが、4〜7⽉、8⽉は休み、9〜10⽉で、定例会は6回/
年しかなく、実質活動が少なく森の整備や植⽣の維持等が難しいので、活動⽇を増やしたいが、⼟
⽇を増やすと現役世代は参加が難しい。リタイヤ組、現役組との意⾒を聞き出来るだけ活動⽇を増
やしたい。⼭林整備ボランティア養成講座を通じて⼭林整備⼈員を増やしていきたい。そのために
は、講習、実習において⼭林整備に興味を持ってもらうような内容にしていく
フォレスターズは、⺠有林整備に11⽉〜3⽉の第⼆⼟曜⽇、第三⼟曜⽇に実施し⺠有林の整備を⾏
うと同時に⾥⼭の形成を考えながら⼈⼯林、雑⽊の整備を⾏っています。箕⾯の⼭麓は、ほぼ⺠有
林が占めており、特に⼈⼯林は放置されて荒れています。これらの⼈⼯林は適度な間伐を⾏い針交
広葉樹林に変えていくことにより防災、治⽔に強い⼭麓に変えることを⽬標にしています。また、
あたごの森は、箕⾯市市有林の雑⽊林です。これらの雑⽊林の⼿⼊れにおいて、どのような森にし
ていくかを考えていきたいと思います。

助成⾦額 \70,000みのおフォレスターズ

⼭林整備サポート活動、⼭林整備サポートボランティア養成講座への講師派遣、あたごの森の整備









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート
団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
①毎⽉の定期クリーンハイキングはコースを再編（統合）し、2コース減・毎⽉12コースとしたが、隔
⽉で別ルートを取るなどして箕⾯の⼭を歩く範囲は減らないような⼯夫をした。全体としてはコース減
にも関わらず、隊員中⼼のトレイル整備・不法投棄ゴミ回収などの活動を活発に⾏い、活動年間活動回
数は155⽇（前年150⽇）と前年を上回る結果となった。

②これまで隊内で単発募集で⾏っていた不法投棄対策チームを常設化し、⼀昨年からの配線カバーの⼤
量投棄の回収をMAPなど他団体とも連携して精⼒的に⾏った。ゴミ回収量の総量は8.5トン（前年5.5ト
ン）。また、第22回箕⾯の⼭⼤掃除⼤作戦では、12⽉強化⽉間として実施（２年⽬）。第２⼟曜⽇にメ
インイベントを実施、期間中⼭中の看板拭きを400枚超実施。

③⼦どもクリーン体験（３年⽬）、⼩学校と連携したクリーンセンター⾒学会（８⽉：２年⽬）を定例
化。他に定例化のものとしては、⼤阪ボランティア協会（毎⽉・11年⽬）、辻調理師専⾨学校（5⽉・8
年⽬）、阪急阪神夢・まちチャレンジ隊（8⽉・2年⽬）。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
①新隊員の募集、隊内研修
・2025年度は募集チラシを改めて作成し、駅前での配布や配架を積極的に実施した。
・⾼齢を理由とした退会も有ったが、新規⼊会も同数あり、隊員数は維持されているが、引き続き⼊会
者の募集に⼒を⼊れる。
・同時に、隊内において「活動⽬的や活動内容・連携先との関係などの周知」「クリーンハイキング時
の注意点」「作業時の安全管理対策の研修」などに⼒を⼊れていきたい。

②外部団体との連携のさらなる推進や不法投棄活動での新たな活動
定期クリーンハイキングをベースにしながら、外部団体との連携を活発化させることで、隊全体に新た
な⾵を取り⼊れたい。不法投棄関連では、川・池の対応、防犯カメラ設置等に取り組む。

③活動に伴う交通費（メンバーへの費⽤弁償分や年２回の貸切バス費⽤の⾼騰）の増により、固定の⽀
出が増加する中、寄付の減少（企業体制の変更など）もあり、当⾯は過去の余剰⾦から活動費を拠出し
ているため、中⻑期的には対策を講じる必要がある。

助成⾦額 \250,000箕⾯の⼭パトロール隊

⼭地美化活動を中⼼とした箕⾯の⼭のパトロール活動









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
めんぎょ（花⾒）を再開できました。開催の案内チラシを周辺の⾃治会、マンションの管理組合な
どに回覧や掲⽰をしてもらう協⼒をしていただけました。
会場で桜園の維持管理のボランティア募集をしたところ地元住⼈の2⼈の⽅が応募してくれました。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

団体の課題は運営スタッフが少ないので活動を広げにくい。
とんど⼭桜園はなだらかな斜⾯なのでベンチやテーブルなどを作成し設置していきたい。多くの⽅
に弁当を⾷べたりお茶を飲んだりゆっくりと過ごせていただけるようにしたいと思います。
また、ベンチやテーブルを作成することに興味がある⽅を増やしボランティアの数を増やしていき
たいです。
・

助成⾦額 \85,000とんど⼭桜園

とんど⼭桜園の維持管理とめんぎょ開催









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
椎茸の植菌は初体験の児童がほとんどで良い経験になったと毎年学校関係者から聞いています。１
２⽉に教室でキノコの話をすると児童たちは珍しいキノコの写真に驚いたり、質問したりで活発な
授業になりました。
また、以前に間伐材で作ったベンチを箕⾯第四中学校に贈りました。そのベンチが⽼朽化したため
新しいベンチの材⽊を⽤意しました。後⽇、ボランティアの⽣徒に組み⽴ててもらいました。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

課題としては年間の活動がマンネリ化しつつあるので新たな活動を考えています。⼩学校の授業は
平⽇なので⼤半のメンバーが参加できなくこどもとの直接交流がなかったのですが、今後はこども
会などと共催で⾃然観察会や間伐作業のイベントをしていきたいと考えています。

助成⾦額 \12,000外院の杜クラブ

箕⾯市「学校の森」の整備活動









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
2025年度より企画運営を実⾏委員会形式にしたことで積極的に活動の啓発を進めることができ、関
⼼のある団体や個⼈の協⼒を得やすくなった。また、企画提案や準備で関わる機会を増やしたこと
で活動の意義に共感し積極的に課題解決の対応策などを検討する場⾯が増え、今後の組織として進
むべき⽅向を後押しする⼤きな⼒になってきたこと。。
【ボランティア参加の機会を増やして主体的に動く取り組みの事例】
・材料の調達に⾥⼭の⾃然保全活動団体の協⼒を得て、活動のネットワークが広がった。
・⼿づくり灯ろうのワークショップを、かやのさんぺい橋とみのお市⺠活動センター館内で2回実施
して、まんどろ⽕祭りの楽しさを⼦どもたちに感じてもらい、まんどろ⽕祭りの魅⼒をアピールす
ることができた。 （参加者 2回合わせて約60⼈）

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
・実⾏委員会として積極的にボランティア参加を募ったことで、参加ボランティアは増えて
 それなりに活動が充実してきたが、具体的な役割分担を事前に打合せしたり共有する機会が
 少なく、本番でたいまつ⾏列をスムーズに進めるための⼈⼿不⾜が⽣じるなど、詳細な役割
 の内容を徹底できなかった課題が残った。
・⼦どもたちを中⼼に⼿作り灯ろうワークショップを開催したが、担ぎ⼿募集期間後の開催に
 なってしまい、効果的に募集する機会を逃す結果になった。今年度は、開催⽇程を担ぎ⼿募集
 期間中に設定するなど効果的に開催していく予定。
・たいまつ⾏列の間隔が開いてしまい、⾒た⽬に⾏列とは映らなかった場⾯が多くなってしまっ
 たので、今年度からはたいまつを今までの３５本から５０本に増やした。

助成⾦額 \250,000まんどろ⽕祭り実⾏委員会

第23回まんどろ⽕祭り













みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
（⽂章・写真など）
・ふれあい広場案内所を年間108⽇開館（案内業務は箕⾯の⼭パトロール隊に委託）し、箕
⾯⼭の安⼼安全情報などを発信した。
 また、案内所南側壁⾯の野⿃や草花の写真パネルは、季節ごとに貼り替え、より多くの来
訪者にチラシやパンフを通して、箕⾯の豊かな⾃然環境と保全の重要性を訴求することがで
きた。

・案内所前広場でみのおＦＭの公開放送を3回実施。番組内で⼭麓助成を受けて活動する市
⺠団体などが出演し、活動のＰＲなどをしてもらった。（5/3：みのお森の学校(⼭伏さ
ん）、みのおエコクラブ、外院の杜クラブ、とんど⼭桜園の会、⽣きもの会議 7/26：箕
⾯の森の⾳楽会実⾏委員会、ええみのお推進市⺠の会 11/29：⼭麓委員会、ＭＡＰ）。
 また、箕⾯の⺠話や箕⾯ゆかりの役⾏者を題材にした「平成のぞきからくり」の⼤道芸
を、春・夏・秋の3回実施、その他では⽵灯篭づくり、バードコールづくりなど、⼦どもた
ちに⽊⼯遊びの体験してもらうイベントをおこない、滝道の賑わいに寄与した。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
・2025年4⽉以降リニュアル⼯事で休館していた⼤江⼾温泉が今秋再開の予定で、観光客な
ど案内所への来訪者が増える⾒通し。
・劣化した写真パネルは適宜、更新する。
・広場の利⽤拡⼤を図る。広場でのイベント実施を勧誘する。（ただし原則として、⼭麓保
全に資する活動に限る）

助成⾦額 \85,000みのお森のふれあい広場運営委委員会

箕⾯⼭麓保全活動等の情報発信と関連イベントの実施









みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

２．2024年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
・⾳楽を通じて 箕⾯の⾃然に親しんでいただける⽅法を提案、例えば募⾦、団体の活動紹介
他の団体にも、ステージで紹介コーナーを設けて活動の内容やPRの場として⾳楽会のステージを参
加していただけるような場を作ってゆきたい
・⾳楽会の実⾏委員の増員 実⾏委員も⾼齢となってくる中 若い⼈たちにもできる運営⽅法を考
えて、サポーター隊の広報を始めた 多⽅⾯からのサポーターなどを導⼊しパッチワークの役割分
担などに取り組みたい
・資⾦調達のために、グッズなどの販売やイベント参加など検討する。

箕⾯の森の⾳楽会実⾏委員会 助成⾦額 180000

箕⾯の森の⾳楽会実⾏委員会

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
（⽂章・写真など）
2025年は箕⾯の森の⾳楽会は、通年8⽉開催の⾳楽会では、ゲストとして箕⾯にゆかりの深いアー
ティストの⽅々に出演を依頼、地元ならではのバンドに出演いただき 当⽇もたくさんの来場者の
⽅にお越しいただきました。この⾳楽会にはこの助成⾦はもとより、共催として箕⾯公園管理事務
所 後援として⼤阪府、箕⾯市、メイプル⽂化財団、箕⾯市観光協会、箕⾯ＦＭ株式会社などたく
さんの皆さまの⽀援を受けて開催することができました また、4⽉29⽇みのおキューズモールで
のふれあい広場 ステージ 11⽉3⽇⼭フェスにもステージ以外にブースに出展をし、グッズなど
のガチャゲーム、パネルでのアンケートで来場者の⽅々に今後の⾳楽会に期待することなどをお花
のカードで張り付けていただき、たくさんのご意⾒をいただくことができました。また、みのお市
⺠活動センター主催のみのおＮＰＯフェスタに出展 ⾳楽会のPRと⼭麓保全への⽀援とともに他市
⺠活動団体との交流することができました。









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
（⽂章・写真など）
（１）調査⽤ボートが傷んでいたので、更新をしました。安全に調査を⾏うことができました。
   調査の結果、マミズクラゲの⽣息が、依然ピンチであることが確認されました。
   池の⽔位が下がると、池の⽔の透明度も悪くなることも、再確認されました。
（２）才ヶ原池の北側の防⿅ネットを拡張しました。
   ネット内の環境の多様性、植⽣の多様性が増進しました。
   ネット内の⼩池も拡⼤することができ、モリアオガエルの誘致の可能性が増しました。
（３）⻲の⽇光浴罠の運⽤で、アカミミガメの駆除も進めました。
（４）オグマサナエ、ニホンヒキガエル（いずれも絶滅危惧Ⅱ類：2014年⼤阪）を観察する
   ことができました。しかし、ベニイトトンボは、依然、観察できませんでした。"

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
 課題：なかなか、形になる成果が出ていない。
 やりたい事：若い⼈に⼊ってもらって、ドローンを使った調査など。

助成⾦額 \160,000箕面生物多様性会議（生きもの会議）

  才ヶ原池周辺の⽣物多様性の復活推進   









みのお山麓保全活動助成金 報告会シート 

団体名 箕面ナチュラリストクラブ 助成金額 172000 円 

活動名 里山とのふれあいと自然啓発、才ヶ原池の堰堤の保全 

1．2025 年度助成金の活用により、特に実現できたこと、注目する成果。（団体として考えるアピールポイン

トを記載してください） 

・自然観察会を毎月、2 回実施し、自然に親しむことを通して、自然保護や生物多様性の重要性、自然を大切

にすること等を育んできた。 
・箕面の動植物の生育・生息状況を調査し、会誌「ナチュラルノート」に掲載し、動植物等の記録を残した。 
・会誌「ナチュラルノート」を箕面市内の図書館や市民活動センター、ビジターセンター等に配架して、掲載

された動植物や自然状況のカラー写真や説明文を見ていただくことで、市民等の自然や自然環境保護の意識を

育んだ。 
・才ヶ原池堰堤斜面等に設置した防鹿ネットやネット内を適宜点検したので、シカやイノシシの侵入を防ぎ、

池の堰堤斜面等の保全に寄与した。 
・山とみどりのフェスティバルで動植物の写真やリスの食痕、セミの抜け殻、ドングリ等の自然物の展示を行

ない、多くの方々に自然や自然保護に関心を持っていただいた。 
 

2.2025 年度の活動により、見えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと（今後、活動を継続、・発展

させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など） 

（文章・写真など） 
・会員の高齢化による会員数の減少と保全活動の参加者が少ないこと。 
・自然や自然保護の啓発活動をしてきたが、さらに進めていきたい。例えば、箕面ナチュラリストクラブ設立

40 周年に向けて、「みのおの山と生きもの展～自然へのときめき・発見～」を企画し、2027 年度に箕面船場生

涯学習センターなどの会議室で実施したい。 
・山と緑のフェスティバルにおける展示内容のさらなる充実を図っていきたい。 

観察会の様子 会誌「ナチュラルノート」 









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）

⽵林の整備と間伐

助成⾦額 \161,000みのおエコクラブ

自然保護の体験学習

一般公募による自然保護の体験学習や竹林の保護活動などの実践と生き物の育成によって子
ども達の情操教育に寄与できた。









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
継続して⼭林整備携わっている場所になります。内容は多岐に渡理、倒⽊処理、雑⽊林整備、側溝の掃
き掃除、⽔切り造成、⼟留め造成などにあります。使⽤していた⽤具も⻑年継続して使⽤しており切れ
味が悪くなったり、スコップや箒が曲がったり折れたり、していたのでこの度助成⾦で新しく買い換え
ることにしたことで、効率も上がりまた作業に当たるメンバーのモチベーションも上がりました。今後
も、箕⾯の⼭の⼭林を継続して使⽤していくために⼿⼊れもしっかりとして丁寧に使⽤していきたいと
思います。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

マウンテンバイク友の会は現在会員数330名のボランティア団体です。友の会では⼭麓部の整備や箕⾯
の⼭の北側、⽌々呂美地区にある「箕⾯とどろみマウンテンバイクフィールド」の⼭林整備とコース整
備もしております。林業従事者を招いて講習会を⾏い⼭林整備の知識と技術を⽇々活かし⼭麓部でも倒
⽊処理はじめ⾥道の応急的な整備を⾏なっています。持続可能にするために、友の会では若い世代にも
参加を促しております。その成果は少しずつ出てきており10代、20代のメンバーが積極的に⼭林整備の
活動や⼭林清掃の活動に参加してくれています。まずは「⾥⼭は楽しい」から⾥⼭に触れてもらい「保
全」への気持ちを持ってもらうために⼀緒にどんどん遊んでいます。私達から「やる？」と⾔う前に⾃
分達で参加の意思を⽰してくれていて、ゆっくりではありますが「継なぐ」ことを実践していってま
す。これからも⾥⼭で遊んで⾥⼭に触れて好きになって「保全」へと繋がる⾏動をしていきたいと思い
ます。

助成⾦額 \55,000箕⾯マウンテンバイク友の会

粟⽣⾼原⾃然歩道の修繕整備活動費









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）

助成⾦を活⽤することで、清掃活動やトレイル整備に必要な備品を整備し、今年度も継続し
て活動を実施することができました。活動を重ねるごとに参加者も作業に慣れ、ゴミの多い
場所やトレイルの荒れている箇所について参加者同⼠で意⾒を出し合いながら、より良い活
動を⾏えるようになってきました。
また、毎回継続して参加してくださる⽅も増え、活動を通じて⾃然環境を守る意識やトレイ
ルを⼤切に利⽤する意識が少しずつ広がっていると感じています。⼤きな成果ではありませ
んが、地域で活動する仲間と⼀緒に継続して取り組めたことが、今年度の⼀番の成果だと考
えています。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

活動を通じて、継続的なゴミ拾い活動の⼤切さを改めて実感しました。⾃分たちで気になる
場所を清掃するだけでなく、⼭パトロールの⽅々から不法投棄に関する情報を共有していた
だき、連携しながら清掃活動を実施することができました。また、昨年度に重点的に清掃し
た場所では、今年はゴミの量が明らかに減っており、継続して活動することの成果を実感す
ることができました。
今年度はトレイル整備にも取り組みましたが、継続的な活動として進めていくためには、整
備の⽅法や必要性を学びながら、効率よく実施できる体制づくりが課題であると感じまし
た。あわせて、トレイルが荒れてしまう原因や、⾃然環境を守りながら利⽤するためのマ
ナーについても発信し、利⽤者の理解を深める活動にも取り組んでいきたいと考えていま
す。
今後も地域団体や関係者との連携を深めながら、より多くの⽅に活動へ参加していただける
よう情報発信を続け、⾃然保全活動を⾝近に感じてもらえる環境づくりに取り組んでいきま
す。

助成⾦額 20,000Minoh Architecture Project ( MAP )

清掃活動を通じ、⼭と⼈との関わりを考え創造する活動









２０２６年

みのお山麓保全活動助成金 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成金の活用により、特に実現できたこと、注目する成果。

（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
助成金をいただき次の2つのイベントを実施しました。

①11/30「公園探検と星型リース作り」

【参加者】14家族31名（大人13名、子ども18名）。年少から3年生、うち10人が1年生。

【居住地】箕面市がほとんど、豊中市、伊丹市

【活動内容】探検隊になって公園で「色さがし」「鳥になってエサ探し」「好きなものは大事な

もの」の自然遊び（ネイチャーゲーム）、室内では身近な木の実、枝を使った星型リース作り

【ねらい】公園の自然の豊かさに気づく。自然が好きになるきかけになる経験を提供する。

【アンケート結果】自然遊び、リース作りともに保護者は全員が満足、子どもは90％以上が楽し

かったと回答。子どもはリース作りにほぼ全員が満足し、公園での探す体験が好評でした。

【保護者の感想】・普段遊具が少ない公園に子どもは興味を示さないが、観察の仕方（色、役に

立つもの）を教えてもらい楽しい時間だった・近くの何気ない公園にもこんなに楽しいことがあ

るのだと知った・普段と違う目線で公園あそびができてよい体験ができた・リースも身近なもの

でこんなにかわいいのが作れたと感動した。

【まとめ】身近な公園でできる深い自然体験、身近な木の実や枝でリースができるという伝えた

かった事が十分伝わった。今回の経験は親子のこれからの生活に行かされることと思います。

②2/1「大人向け・ネイチャーゲーム体験講座」今回は3回目の開催になります。

【参加者の年代】20代から60代以上の各年代の14名

【参加者の居住地】75％が箕面市以外から。大阪市内や大阪府南部（遠くからは泉大津市）、和

歌山市の広範囲から来られました。

【参加者の特徴】14名中8名の方が保育、幼稚園、教育関係者でした。

【イベント内容】冬でも楽しめ、保育園など職場でも使えるネイチャーゲーム4種類。「サクサ

ク」「チクチク」などの重ね言葉、日本の伝統色8色を探したり、目かくしをして歩き、足の裏の

感触の変化を感じたり、風が吹いてくる方向や太陽の位置を頬や手のひらで探しました。

【参加者の感想】・自然の音、手触り、耳を澄ます時間、目かくしして触った木の肌触り、すて

きな時間だった・デトックスしたような爽快感を感じた・日頃いかに五感を使っていないかが分

かった・身近な公園でもこんなに自然が豊かだと思えた。特に自分は視覚に頼っていることを強

く感じた・見ようとしないと見えない、聴こうとしないと聴こえない気づきがあった・子どもに

もこういう体験をたくさんしてほしいと思う・普段の子どもや孫とのお散歩、園で今日学んだこ

とを活かしたい【まとめ】全員が満足され、会として伝えたいことがしっかり伝わりました。

助成金額 ¥23,000箕面森遊びの会

自然の豊かさに気づき大切にする心を育てるための自然体験活動









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
2025年度にいただいた助成⾦は、箕⾯市内の公⽴中学校の⽣徒全員に配布するパンフレットの作成
費⽤として活⽤させていただきました。
このパンフレットは、中学⽣の皆さんに森林や林業への興味・関⼼を持ってもらうとともに、環境
保全に対する意識を⾼めることを⽬的として、本団体の学⽣が企画・⽴案・編集を⾏い作成してい
るものです。毎年、森林の多⾯的機能の中から⼀つのテーマを取り上げており、2025年度は地球温
暖化をテーマに、森林管理の重要性や箕⾯の森林の特徴について紹介しました。
⼤学⽣が講義や実習を通して学んだ知識をパンフレットに反映することで、中学⽣の皆さんに森林
について分かりやすく伝えるだけでなく、「どのようにすれば内容を理解しやすく伝えられるか」
を考える機会となり、⼤学⽣⾃⾝の学びにもつながっています。
また、本団体ではパンフレット作成に加え、箕⾯勝尾寺園地において森林環境教育イベント「箕⾯
Forest Walk」を実施しています。イベントでは、⼤学⽣が園地内の植物についてガイドを⾏うほ
か、枝や⽊の実を⽤いた⽊⼯クラフト体験や、モルック体験などを通じて、参加者が森林に親しみ
ながら学べる機会を提供しています。
２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

（⽂章・写真など）
 パンフレット作成では、森林の多⾯的機能のうち⼀般的によく知られている内容についてはこれ
までに⼀定程度取り上げてきたことから、今後は新たな視点や題材を取り⼊れながら、より興味を
持ってもらえる内容を検討していく必要があることが分かりました。今後も、⼤学⽣ならではの視
点や⼤学で学んだ知識を活かしながら、中学⽣にも分かりやすい表現へと⼯夫し、森林や林業への
理解を深めてもらえるパンフレット作りに取り組みたいと考えています。
 また、森林環境教育イベントでは多くの参加者から好評をいただき、森林への関⼼を⾼める機会
を提供することができました。⼀⽅で、より多くの⽅に継続的に参加していただくためには、参加
者の確保や情報発信の充実が重要であることも分かりました。さらに、⼩中学校の運動会など地域
⾏事との⽇程が近接していたことから、参加⼈数の⾒通しが⽴てにくい状況もありました。そのた
め、今年度は開催時期の調整に加え、広報の仕⽅を⼯夫するなど、参加者との継続的なつながりづ
くりを進めることで、より多くの⽅が参加しやすく、継続的に関わることのできる活動を⽬指して
いきたいと考えています。

助成⾦額 \74,000近畿⼤学 農学部 中⾼⼤連携森林学習プロジェクト

箕⾯forest walk および みんなの森林パンフレット









２０２６年

みのお⼭麓保全活動助成⾦ 報告会 成果シート

団体名

活動名

１．2025年度助成⾦の活⽤により、特に実現できたこと、注⽬する成果。
（団体として考えるアピールポイントを記載ください）
私たちは2024年に活動を開始し、粟⽣間⾕を流れる勝尾寺川と、緑豊かな⼭々を活かした⾃然体験
活動の提供と、勝尾寺川の草刈りやゴミ拾いを実施してきた。2025年は「みのお⼭麓保全活動助成
⾦」を活⽤し、整備道具や⾃然遊び⽤品をそろえることができたため、より内容を充実させること
ができた。⾃然体験活動は年5回実施し、のべ133名が参加した。勝尾寺川での⽔遊び、⽵を使って
の野外料理、⾃然物⼯作、農作業を通じた⼟に触れる活動などを⾏い、⼦どもとその親世代の笑顔
が溢れるプログラムだった。「こんなに⼭や川の⾃然があり、楽しめるとは知らなかった！」とい
う感動の声を多数いただいた。回を重ねるごとに参加者やスタッフが増え、地域の⾃然を愛し⼤切
に思う⼈を増やすことができた。また、勝尾寺川の定期的な清掃を⾏い、⾃然と触れ合いやすい環
境を整えた。川の清掃を通じて、どんな⼈でも⾃然を守る⾏動ができる事を、発信することができ
た。
また、地域の歴史に触れる機会も提供できた。野外料理では、粟⽣間⾕で昔作られていた⽊炭を使
⽤したり、当時を知る⼈のお話を聞くことで、⾥⼭が暮らしを⽀えてきた歴史を知る機会をつくる
ことができた。

２．2025年度の活動により、⾒えてきた団体としての課題、今後取り組みたいこと
（今後、活動を継続・発展させるうえで取り組みたいこと、アイデア・提案など）

・活動の対象は、これから⼤⼈になっていく⼦ども達であり、⼦ども達の原体験となる活動を提供
すること、⼦どもを育てる親世代も⼀緒に楽しみ、親世代の意識も変わっていくことを今後も重視
したい。また、その⽇楽しんで終わりのプログラムではなく、⽇々の⽣活で⾃然を楽しみ⼤切に思
う⾏動が⽣まれるプログラム作りを継続したい。

・2026年は、これまでの勝尾寺川を中⼼とした活動に加え、⽥畑を活動フィールドとして借りるこ
とができたので、⼟に触れる⾃然体験を増やしたい。

・参加者の増加に対して、運営スタッフが⾜りない現状があり、今後スタッフの増員が課題であ
る。

助成⾦額 \157,000あお⼈と⾃然をつなぐ会

 粟⽣間⾕⼭すそ地域での⾃然とのふれあい活動および整備活動
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